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No .23
令和元年９月１日

　

木
々
の
芽
も
ほ
こ
ろ
び
、
新
緑
の
好
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
よ
り
令
和
と
新
た
な
元
号

に
、
皆
様
の
思
い
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
大
勢
の
会
員
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

長
い
歴
史
あ
る
山
村
学
園
も
、
３
年
後
に
は
創

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
同
時
に
会
員
の

年
齢
層
も
厚
く
、
や
は
り
長
い
歴
史
が
ダ
ブ
リ

ま
す
。
山
村
学
園
同
窓
会
も
む
ら
さ
き
会
と
称

し
て
か
ら
23
年
、
母
校
山
村
学
園
を
後
援
し
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
学
園
も
、
優
れ
た

環
境
と
充
実
さ
れ
た
設
備
に
は
、
喜
び
、
驚
き

を
感
じ
る
会
員
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
女
子
教

育
か
ら
男
女
共
学
に
変
革
し
、
存
続
し
て
い
る

現
在
に
、
山
村
学
園
同
窓
生
と
し
て
誇
り
に
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
23
日
に
は
、
総
会
及
び
懇
親
会

で
先
生
方
を
囲
ん
で
の
集
い
、
ま
た
、
学
園
の

諸
行
事
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
新
し
い
年
代
の
会
員
に
、
い
か
に
む
ら

さ
き
会
を
ど
の
よ
う
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
か
、
そ
し
て
情
報
を
多
く
の
方
々
に
伝
え

ら
れ
る
か
と
、
今
年
度
の
事
業
計
画
を
基
に
実

施
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
む
ら
さ
き
会
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 

（
５
月
記
す
）

　

平
成
に
代
り
新
し
い
時
代
令
和
が
始
ま
り
ま

し
た
。
在
校
生
等
が
主
体
的
に
活
動
し
又
活
躍

す
る
時
代
で
あ
る
の
で
、
多
様
な
価
値
観
が
共

有
さ
れ
、
現
在
以
上
に
個
々
が
求
め
る
選
択
肢

が
拡
大
し
、
各
々
が
自
分
の
幸
福
を
求
め
他
人

の
幸
福
追
求
に
力
を
貸
せ
る
社
会
に
な
り
、
人

と
人
と
が
接
点
を
持
ち
共
存
し
て
行
け
る
社
会

が
構
築
さ
れ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
国
民
の

相
当
数
が
引
き
籠
っ
て
し
ま
う
社
会
は
健
全
で

正
常
な
も
の
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
高
校
の
現
況
で
す
が
、
今
年
も
２
校
共

に
定
員
を
超
え
る
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

学
園
と
し
て
は
卒
業
後
も
山
村
学
園
で
学
び
過

ご
し
た
３
年
間
が
意
義
あ
る
も
の
で
あ
り
貴
重

な
時
間
で
あ
っ
た
と
言
え
る
様
に
頑
張
り
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

時
を
重
ね
山
村
学
園
は
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
更
な
る
飛
躍
を
期

し
た
く
記
念
事
業
や
記
念
行
事
を
催
す
予
定
で

す
。
５
月
の
評
議
員
会
理
事
会
で
大
綱
を
決
定

し
、
同
窓
会
、
３
校
の
教
職
員
、
学
生
生
徒
、

後
援
会
等
の
叡
知
と
力
を
併
せ
準
備
を
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

（
５
月
記
す
）

ご
挨
拶

山
村
学
園
に
つ
い
て

山
村
学
園
む
ら
さ
き
会
　

会
長
　
田
中
久
子

山
村
学
園
理
事
長
　
　

岡
　
　
　
實
先
生

山村国際高等学校

紫　藤　祭紫　藤　祭
9月7日（土） 10：30～
9月8日（日） 9：00～

山村学園高等学校

ふじぞの祭ふじぞの祭
9月7日（土） 9：30～　　　　　
9月8日（日） 9：30～　　　　　

文
化
祭
・

学
園
祭
の

ご 

案 

内
「同窓会コーナー」が
ありますので、ぜひ
お立ち寄りください。

このむらさき会だよりは、創立者である山村 みよ先生の誕生日に発行しています。
また、山村学園のスタートの日でもあります。
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平
成
30
年
９
月
１
日
発
行
の
む
ら
さ
き
会

だ
よ
り
で
も
の
べ
ま
し
た
が
、
大
正
11
年

（
１
９
２
２
年
）
よ
り
平
成
30
年
（
２
０
１
８

年
）
ま
で
、
学
校
や
住
宅
と
し
て
96
年
間
使

用
し
た
小
仙
波
の
土
地
は
、
喜
多
院
か
ら
の

借
地
で
あ
り
平
成
30
年
５
月
末
に
借
地
権
を

売
り
渡
し
ま
し
た
。

　

む
ら
さ
き
会
か
ら
昭
和
57
年
（
１
９
８
２

年
）
創
立
60
周
年
記
念
と
し
て
贈
ら
れ
た
山

村
学
園
発
祥
の
地
の
碑
は
、
山
村
学
園
が
喜

多
院
か
ら
参
道
よ
り
に
新
た
に
土
地
を
借
り

て
移
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
山
村
学
園
創
設
の
歴
史
に
つ
い

て
の
べ
ま
す
。

　

平
松
伴
子
著

　
『
学
校
は
わ
が
い
の
ち

　
　

山
村

み
よ
の
歩
ん
だ
道
』
よ
り
抜
粋

山
村
学
園
発
祥
の
地

む
ら
さ
き
会
相
談
役
　

山
村
　
寬
先
生

山
村
学
園
創
設
の
歴
史

　

創
設
者
山
村

み
よ
は
、
現
在
の
山
梨
県

甲
府
市
で
僅
か
ば
か
り
の
土
地
を
借
り
て
農

業
を
営
む
山
村
忠
吉
・
は
る
の
の
ひ
と
り
娘

と
し
て
明
治
35
年
（
１
９
０
２
年
）
９
月
１

日
に
生
ま
れ
た
。

　

貧
し
い
農
民
の
生
活
を
し
て
い
た
両
親

は
、
故
郷
を
離
れ
て
現
在
の
川
越
市
に
あ
っ

た
石
川
組
製
糸
工
場
で
住
み
込
み
で
働
い

た
。

　

当
時
の
川
越
尋
常
高

等
少
学
校
高
等
科
を
卒

業
し
た

み
よ
は
両
親

と
共
に
製
糸
工
場
で
働

い
た
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
自
分
た
ち
の
生
活
は

楽
に
な
ら
な
い
と
考
え

た
。
今
の
一
家
の
生
活

を
変
え
る
に
は
自
分
が

も
っ
と
学
び
た
い
。
特
に
女
性
と
し
て
必
要

な
裁
縫
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
多
く
の
人
た

ち
に
教
え
た
い
と
の
考
え
を
両
親
に
話
し
て

説
得
し
た
。
そ
の
熱
心
さ
と
決
意
に
根
負
け

し
た
父
忠
吉
は
進
学
を
了
承
し
た
。
そ
の
た

め
に
好
き
な
酒
と
た
ば
こ
を
断
ち
、
さ
ら
に

残
業
を
多
く
し
て
学
費
を
捻
出
し
た
。

　

大
正
９
年
（
１
９
２
０

年
）
４
月
、

み
よ
は
、

東
京
裁
縫
女
学
校
（
現
在

の
東
京
家
政
大
学
）
に
入

学
し
寮
生
活
を
し
な
が
ら

学
業
に
励
ん
だ
。

　

大
正
11
年
（
１
９
２
２

年
）
３
月
、
師
範
科
の
課

程
を
卒
業
し
た
後
、
更
に

大
妻
高
等
女
学
校
（
現
在

の
大
妻
女
子
大
学
）
で

５
ヶ
月
間
、
日
本
刺
繍
を

学
ん
だ
。

　

父
忠
吉
は
、
残
業
を
し
、

更
に
生
活
費
を
切
り
詰
め

て
蓄
え
た
貯
金
で
小
仙
波

の
喜
多
院
の
門
前
に
あ
り

売
り
に
出
さ
れ
て
い
た
料
亭

（
土
地
は
喜
多
院
が
所
有
）

を
買
い
取
り
内
部
を
改
装
し
て
援
助
を
し
た
。

　

み
よ
は
両
親
に
感
謝
を
し
て
「
裁
縫
手

芸
伝
習
所
山
村
塾
」
の
看
板
を
掲
げ
た
の
は

大
正
11
年
（
１
９
２
２
年
）
９
月
１
日
20
歳

の
誕
生
日
で
あ
り
、
現
在
の
山
村
学
園
が
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
日
で
あ
っ
た
。

 

（
５
月
記
す
）

山村学園発祥の地の碑

開塾当時の学校長（21歳）昭和57年６月６日　「山村学園発祥の地」記念碑除幕式の日に

山村高等裁縫女学校校舎（昭和10年）
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お知らせ

第
48
回
懇
親
会
は

令
和
２
年

６
月
28
日
㈰

午
前
11
時
30
分
よ
り

・  「
ご
飯
も
美
味
し
く
、
よ
さ
こ
い
部
の
演
舞
も
あ
っ
て
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
山
村
学
園
高
校
の
ダ
ン
ス
部
、
バ
ト
ン
部
も
み
て

み
た
い
で
す
。」（
Ｈ
30
年
卒
／
Ａ
・
Ｙ
）

・ 「
山
村
国
際
高
校
の
よ
さ
こ
い
部
が
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
、
す
て
き
で

し
た
。」（
Ｈ
31
年
卒
／
Ａ
・
Ｉ
）

・ 「
今
ま
で
よ
さ
こ
い
部
を
生
で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、楽
し
か
っ

た
で
す
。」（
Ｈ
31
年
卒
／
Ａ
・
Ｋ
）

・ 「
色
々
な
世
代
の
方
と
お
話
し
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。」（
Ｈ
30
年

卒
／
Ｙ
・
Ｓ
）

・ 「
初
め
て
参
加
し
て
み
て
、
よ
さ
こ
い
部
が
よ
か
っ
た
。」（
Ｈ
31
年
卒

／
Ｎ
・
Ｓ
）

・ 「
毎
年
出
席
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
つ
も
役
員
さ
ん
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
来
年
も
頑
張
っ
て
来
た
い
と
思
い
ま
す
。」

（
Ｓ
29
年
卒
／
Ｋ
・
Ｋ
）

・ 「
と
て
も
感
じ
が
よ
く
大
変
良
か
っ
た
で
す
。
会
長
さ
ん
の
お
話
が
と

て
も
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
で
ス
テ
キ
で
し
た
。
初
め
て
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。」（
Ｓ
60
年
卒
／
Ｋ・
Ｈ
）

・ 「
本
日
、
久
し
ぶ
り
の
総
会
に
出
席
で
き
て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

来
年
の
総
会
も
出
席
し
ま
す
。」（
Ｓ
60
年
卒
／
Ｋ
・
Ｋ
）

・ 「
総
会
の
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
。
よ
さ
こ
い
部
、
よ
か
っ
た
で
す
。

私
も
若
か
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
。」（
Ｓ
32
年
卒
／
Ｙ
・
Ｈ
）

・ 「
年
代
が
違
っ
た
方
々
と
席
が
同
じ
に
な
り
ま
し
た
が
、先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
、
他
の
方
と
も
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
も
っ
と
沢

山
の
先
生
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。」（
Ｈ
5
年
卒
／

Ｙ
・
Ｉ
）

・ 「
山
村
国
際
の
よ
さ
こ
い
部
の
演
技
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
今

後
、
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
が
集
ま
る
会
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。」（
Ｈ
20
年
卒
／
Ｓ
・
Ｋ
）

・ 「
年
々
出
席
者
が
少
な
く
な
る
の
が
残
念
で
す
。
い
つ
も
友
達
2
〜
3

人
と
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
に
な
っ
て
も
同
級
生
は
い
い
も
の

で
す
。
よ
さ
こ
い
部
の
演
技
で
は
若
さ
を
も
ら
い
、元
気
が
出
ま
し
た
。

若
い
人
が
多
く
参
加
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」（
Ｓ
36
年
卒
／

Ｋ
・
Ｔ
）

第
47
回 

む
ら
さ
き
会
総
会
開
催
さ
れ
る

令
和
元
年
６
月
23
日（
日
）
Ａ
Ｍ
11
：
30
〜　

川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て

　

総
会
・
懇
親
会
に
出
席
さ
れ
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
も
是
非
、
懐
か
し
い
級
友
を
お
誘
い

い
た
だ
き
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

（
６
月
記
す
）

Ｑ
． 

今
回
、
む
ら
さ
き
会
の
総
会
・　

懇
親
会
の
出
席
は
何
回
目
で
す
か
？

Ｑ
． 

在
校
中
、
印
象
に
残
っ
て
い
る

「
学
校
行
事
」
は
何
で
す
か
？

Ｑ
．
本
日
の
ご
感
想
・
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

懇親会アトラクション（山村国際高校 よさこい部）

懇親会でのお料理 総会の様子
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山
村
学
園
高
校
近
況
報
告

山
村
学
園
高
等
学
校
　
　

校
長
平
野
正
美
先
生

○
国
公
立
大
学
︵
大
学
校
を
含
む
︶

年度
大学名

平成29年
３月卒業

平成30年
３月卒業

平成31年
３月卒業

秋 田 大 学 1

茨 城 大 学 1

岩 手 大 学 1

群 馬 大 学 1

埼 玉 大 学 3 1

信 州 大 学 3 1

千 葉 大 学 1 1

筑 波 大 学 1

東 京 海 洋 大 学 1

東 京 学 芸 大 学 1

東 京 農 工 大 学 1

奈 良 女 子 大 学 1

室 蘭 工 業 大 学 1

山 形 大 学 1

秋 田 県 立 大 学 1 1

釧 路 公 立 大 学 2 3 1

群 馬 県 立 女 子 大 学 1 2

高 知 工 科 大 学 1

公 立 鳥 取 環 境 大 学 1

埼 玉 県 立 大 学 2 1

首 都 大 学 東 京 1

高 崎 経 済 大 学 4 2 1

都 留 文 科 大 学 3 2

新 潟 県 立 大 学 1

は こ だ て 未 来 大 学 1

兵 庫 県 立 大 学 2

前 橋 工 科 大 学 1 1 2

国 立 看 護 大 学 校 1

防 衛 医 科 大 学 校 1

合　　　　　計 29 21 10

○
難
関
私
立
大
学

○
主
な
私
立
大
学

年度
大学名

平成29年
３月卒業

平成30年
３月卒業

平成31年
３月卒業

成 蹊 大 学 11 3 5

成 城 大 学 10 4 1

明 治 学 院 大 学 1 3 1

國 學 院 大 學 7 10 9

武 蔵 大 学 6 13 5

芝 浦 工 業 大 学 66 16 64

東 京 電 機 大 学 11 11 25

日 本 大 学 37 25 26

東 洋 大 学 79 46 53

駒 澤 大 学 36 11 11

専 修 大 学 6 18 5

東 京 女 子 大 学 2 4 3

日 本 女 子 大 学 13 5 11

合　　　　　計 285 169 219

年度
大学名

平成29年
３月卒業

平成30年
３月卒業

平成31年
３月卒業

早 稲 田 大 学 2 4 4

慶 應 義 塾 大 学 1 2 1

上 智 大 学 1

東 京 理 科 大 学 6 8 3

学 習 院 大 学 10 6 5

明 治 大 学 9 7 11

青 山 学 院 大 学 4 6 2

立 教 大 学 14 9 6

中 央 大 学 11 14 9

法 政 大 学 15 10 2

合　　　　　計 72 67 43

　

む
ら
さ
き
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
度
の
変
わ
り
目
は
寒
暖
の
差
が
激
し

く
、
中
庭
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
開
花
後
も
散

ら
ず
に
残
り
、
山
桜
と
と
も
に
桜
花
繚
乱
の

卯
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
初
々
し
い
４
７
６
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
全
校
生
徒
１
５
２
２
名
を
数
え
る

マ
ン
モ
ス
校
と
な
っ
た
た
め
に
、
中
庭
北
側

に
２
階
建
て
の
新
校
舎
を
増
設
し
て
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
野
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
４
月
末
に

地
鎮
祭
を
執
り
行
い
、
避
難
所
兼
雨
天
練
習

場
の
建
設
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。　

こ
れ
ま

で
、
風
雨

や
落
雷
か

ら
身
を
守

る
施
設
が

あ
り
ま
せ

ん
で
し
た

が
、
地
権

者
の
ご
協

力
と
川
越

市
を
は
じ

め
多
く
の

関
係
者
の

ご
尽
力
に

よ
り
、
よ

う
や
く
待

望
の
施
設

が
整
備
さ

れ
ま
す
。

こ
の
完
成
を
待
つ
硬
式
野
球
部
は
、
初
め
て

出
場
し
た
関
東
大
会
ベ
ス
ト
４
と
い
う
、
校

史
に
残
る
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
一
段
高
い
ス
テ
ー
ジ

で
の
経
験
が
、
次
の
甲
子
園
予
選
大
会
に
生

き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
部
活
動
も
、
今
春
か
ら
次
々
と
結
果

を
残
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ト
ン
部
は
全
国
大
会
で
２
位
入
賞
、
ダ

ン
ス
部
も
５
位
入
賞
、
弓
道
部
は
埼
玉
県
下

武
道
大
会
で
優
勝
の
快
挙
を
果
た
し
ま
し

た
。
硬
式
野
球
部
に
続
い
て
、
女
子
テ
ニ
ス

部
、
剣
道
部
男
子
（
団
体
・
個
人
）
も
関
東

大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。そ
の
他
、

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
陸
上
部
や
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
な
ど
の
多
く
の
部
活
動
が
、

県
大
会
出
場
等
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
明
る
く
は
つ
ら
つ
と
し
た
山

村
学
園
生
の
活
躍
が
、
日
本
テ
レ
ビ
「
今
夜

く
ら
べ
て
み
れ
ば
」
と
い
う
番
組
で
紹
介
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

部
活
動
や
学
校
行
事
と
と
も
に
、
進
路
実

現
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
学
力
を
つ
け
さ
せ

て
、「
真
の
文
武
両
道
の
伝
統
校
」づ
く
り
に
、

今
後
と
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。 

（
５
月
記
す
）

関東大会(対 習志野高校)
力投する和田投手

野田グラウンド 防災施設地鎮祭
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第23号

伝
統
と
光
輝
あ
る
山
村
国
際
高
等
学
校

山
村
国
際
高
等
学
校
　
　

校
長
中
山
達
朗
先
生

　

今
年
度
、
４
月
１
日
よ
り
前
任
の
山
田
校

長
の
後
任
と
し
て
、
校
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
中
山
と
申
し
ま
す
。
３
年
後
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
伝
統
と
光
輝
あ
る
山

村
国
際
高
等
学
校
の
校
長
と
な
り
責
務
の
重

さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
誠
心
誠
意
全
力
で
務
め
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、「
む
ら
さ
き
の
会
」の
皆
様
方
に
は
、

日
頃
よ
り
母
校
教
育
の
発
展
・
充
実
に
様
々

な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
本
校
の
現
況
に
つ
い
て
３

点
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
つ
目
は
生
徒
数
で
す
。
今
年
は
３
３
３

名
の
新
入
生
を
迎
え
、
２
年
生
３
７
１
名
、

３
年
生
３
０
４
名
で
１
０
０
８
名
の
在
籍
数

と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
募
集
に
つ
き
ま
し
て

は
、
中
学
校
・
塾
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
順

調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
進
路
実
績
で
す
。
平
成
30
年
度

の
主
な
実
績
は
、
大
学
54
・
１
％
、
短
大

13
・
５
％
、
専
門
学
校
24
・
９
％
、
就
職
者

２
・
５
％
で
し
た
。

　

高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
大
学
入
学
者
選

抜
改
革
は
、
現
行
の
セ
ン
タ
ー
試
験
に
替
わ

り
、
再
来
年
度
よ
り
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト

が
導
入
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
国
の
改
革
は
、

受
験
生
の
志
向
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、

本
校
に
お
い
て
も
早
急
な
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
部
活
動
実
績
で
す
。
運
動
部
・

文
化
部
と
も
に
着
実
に
力
を
つ
け
て
お
り
ま

す
。
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
ダ
ン
ス
部
、

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
、
生
物
部
、
吹
奏
楽

部
を
は
じ
め
、
多
く
の
部
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
県
大
会
や
地
域
活
動
に
お
い
て
評
価

さ
れ
、
山
村
国
際
高
等
学
校
の
名
を
県
内
外

に
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
様
々
な

成
果
は
、
生
徒
の
努
力
は
勿
論
の
こ
と
教
職

員
の
様
々
な
指
導
の
賜
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
む
ら
さ
き
会
」
の
皆
様
方
の

益
々
の
ご
健
勝
と
引
き
続
き
本
校
へ
の
ご
支

援
・
ご
鞭
撻
を
申
し
上
げ
、
近
況
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

（
５
月
記
す
）

進路実績

年度
大学名 28年度 29年度 30年度

青 山 学 院 大 学 3

学 習 院 大 学 1

慶 応 義 塾 大 学 1

津 田 塾 大 学 1 1

中 央 大 学 2 1 3

法 政 大 学 3 1 1

明 治 大 学 1

立 教 大 学 1 1

早 稲 田 大 学 3

成 蹊 大 学 3 2

成 城 大 学 2 1

國 學 院 大 学 2

獨 協 大 学 7 2 1

武 蔵 大 学 1

日 本 大 学 3 1 7

東 洋 大 学 17 7 7

駒 澤 大 学 2 1 1

専 修 大 学 2

文 教 大 学 1



（ 6 ）

第23号

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
訪
問

山
村
学
園
短
期
大
学
　
　

学
長
野
口
一
夫
先
生

　

２
０
１
９
年
は
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
外
交

樹
立
１
０
０
周
年
。
本
学
を
訪
れ
る
主
な
理

由
は
、
数
年
前
か
ら
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
セ
ミ

ナ
ー
を
学
内
で
開
催
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

豊
か
な
自
然
の
中
に
あ
る
学
舎
が
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。

　

４
月
16
日
当
日
は
、
ペ
ッ
カ
・
オ
ル
パ
ナ

駐
日
大
使
、
ア
リ
・
ホ
ン
カ
ネ
ン
一
等
書
記

官
が
本
学
に
訪
れ
、
生
徒
た
ち
と
懇
談
、
授

業
に
も
参
加
し
交
流
を
深
め
た
。
世
界
幸
福

度
ラ
ン
キ
ン
グ
２
年
連
続
第
１
位
、
子
育
て

し
や
す
い
国
ラ
ン
キ
ン
グ
例
年
上
位
、
子
ど

も
の
学
力
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
と
も
に
、

ム
ー
ミ
ン
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン
と
、

何
か
と
話
題
の
国
の
大
使
が
訪
問
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国

　

首
都
：
ヘ
ル
シ
ン
キ

　

人
口
：
約
５
５
０
万

　
（
埼
玉
よ
り
少
な
い
）

　

面
積
：
３
３
８
・
４
㎢

　
（
日
本
よ
り
や
や
狭
い
）

　

国
旗
：
ス
カ
ン
デ
ィ

　
　
　
　

ナ
ビ
ア
十
字

　
　
　
　
　

青
は
湖

　
　
　
　
　

白
は
雪

　

18
万
以
上
の
湖
の
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
地
方

（
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
半
島
北
部
か
ら
コ

ラ
半
島
に
至
る
地
域
）で
は
年
間
１
５
０
日
、

オ
ー
ロ
ラ
が
観
測
で
き
る
。
ま
た
「
ま
ず
サ

ウ
ナ
を
造
れ
、
家
は
そ
の
次
」
と
い
う
諺
が

あ
る
く
ら
い
サ
ウ
ナ
が
多
く
、
国
会
議
事
堂

内
に
も
あ
る
。

　

出
産
・
子
育
て
支
援
制
度

　
　
　
　
　
　
（
ネ
ウ
ボ
ラ
）と
は

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
妊
娠
期
か
ら
出

産
、
子
ど
も
の
就
学
前
ま
で
の
間
、
母
子
と

そ
の
家
族
を
支
援
す
る
目
的
で
、
地
方
自
治

体
が
設
置
、
運
営
す
る
拠
点
の
支
援
制
度
。

国
内
に
約
８
０
０
の
ネ
ウ
ボ
ラ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
妊
娠
す
る
と
、
育
児
に
必
要
な
物

品
な
ど
を
支
給
す
る
「
育
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

が
給
付
さ
れ
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
学
ぶ

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
学
力
到
達
度
調
査
）
で

２
０
０
３
年
度
で
学
力
世
界
一
の
成
績
と

な
っ
た
た
め
、
日
本
か
ら
も
調
査
団
が
視
察

に
訪
れ
て
い
る
。
消
費
税
22
％
と
高
い
が
、

就
学
前
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
無
料
、
北

欧
特
有
の
極
寒
の
地
だ
が
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ

満
載
の
国
と
言
え
よ
う
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
ま
で

約
９
時
間
半
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
航
空
直
行
便

が
成
田
空
港
等
か
ら
出
て
い
る
。

 

（
５
月
記
す
）

編
　
集
　
後
　
記

会
　
長　
　

田
中　

久
子

副
会
長　
　

伊
藤　

懃
子

　
〃
　　
　

野
島　

康
子

　
〃
　　
　

平
本　

住
枝

相
談
役　
　

山
村　
　

寬

顧
　
問　
　

岡　
　
　

實

　
〃
　　
　

平
野　

正
美

　
〃
　　
　

中
山　

達
朗

事
務
局　
　

猪
鼻　
　

光

む
ら
さ
き
会 

令
和
元
年
度
役
員
一
覧

山村学園は
創立100周年を迎えます

令和４年（2022年）

創立100周年に向けて、準備を進めています。
皆様のご支援・ご協力を、お願いいたします。

　
「
山
村
学
園
発
祥
の
地
」
を
訪
れ
た
卒
業

生
の
ご
遺
族
の
方
か
ら
お
便
り
を
頂
き
ま
し

た
。
亡
き
母
（
３
期
生
）
が
、
口
癖
の
よ
う

に
「
山
村
、
山
村
」・
・
と
「
本
川
越
駅
か

ら
歩
い
て
通
学
し
た
」
と
の
こ
と
。
そ
の
地

を
先
日
、
兄
弟
で
訪
れ
、
母
の
写
真
を
記
念

碑
と
一
緒
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
し
た
。（
所
沢
市
在
住
の
Ｈ
様
・
Ｔ

様
か
ら
）
お
便
り
を

有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
山
村
学
園
発
祥
の
地
の
記
念

碑
が
、「
む
ら
さ
き
会
会
員
」
の
絆
と
な
り
、

母
校
の
更
な
る
発
展
を
願
う
場
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。（
事
務
局
へ
） 

（
６
月
記
す
）




